
 

 

 

 

 

 

金沢動物園 オオツノヒツジ「グラン」が死亡しました 

 

金沢動物園で飼育していたオオツノヒツジの「グラン」が死亡しましたので、お知らせします。 

 

１ 死亡したオオツノヒツジについて 

(1) 名 前 グラン 

(2) 性 別 オス 

(3) 年 齢 15 才（平成 15 年 10 月 12 日生まれ） 

(4) 死 亡 日 令和元年 6 月 12 日（水）16 時 40 分に死亡確認 

(5) 死 因 調査中 

 

２ プロフィールと経過 

グランは、平成 15 年 10 月 12 日に金沢動物園で誕生しました。おとなしい性格でオス同士の

角突きなどには参加しない穏やかな個体でした。15 才とオオツノヒツジでは高齢となってきたた

め、最近では足元がふらつくこともありましたが、今年 5 月 11 日にコハル（2 才）との間に第一

子となるリンタロウが生まれたところでした。 

6 月 12 日もいつもと変わらない様子で休息している姿を確認していましたが、夕方の収容時に

グランが倒れているのを発見し、園内の動物病院へ救急搬送しましたが、16 時 40 分死亡を確認

しました。死亡原因については調査中です。 

 

 

                                                        

 

 

お問合せ先 

金沢動物園 園長 原 久美子  ℡045-783-9400 

金沢動物園 

 
指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 

令和元年 6 月 2 0 日 
（公財）横浜市緑の協会 
金 沢 動 物 園 
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【参考資料】 

１ オオツノヒツジについて 

和 名 オオツノヒツジ 

英 名 Rocky Bighorn Sheep 

学 名 Ovis canadensis 

分 類 鯨偶蹄目 ウシ科 

分 布 ロッキー山脈の高地の斜面、岩壁のある山すそ  

特 徴 

オスは体高 80～100cm、体長 120～170cm、体重 57～140 ㎏。 

メスはオスより一回り小さい。10 頭程度の小さな群れで暮らす。 

メスを巡ってオス同士が争うことがあり、その角突きは有名。 

飼育下での寿命は 15 年程度 

国内飼育状況 

3 園館で 20 頭飼育されています。 ※平成 31 年 4 月 12 日時点 

盛岡市動物公園 5 頭（オス 2 頭、メス 3 頭） 

群馬サファリパーク 1 頭（メス 1 頭） 

金沢動物園 14 頭（オス 8 頭、メス 6 頭） 

当園飼育頭数 

14 頭（オス 8 頭、メス 6 頭） 

※今回死亡した個体含まず 

※令和元年 5 月 11 日に誕生した個体（オス）を含む 

 

 

２ 金沢動物園について 

◆入 園 料：一般 500 円、高校生・中人 300 円、小・中学生 200 円、小学生未満無料 

（毎週土曜日高校生以下無料） 

※よこはま動物園・金沢動物園共通年間パスポート 18 歳以上 2,000 円 

◆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） 

◆休 園 日：毎週月曜日（祝・休日の場合は翌日）12/29～1/1 ※臨時開園あり 

◆交  通：京浜急行「金沢文庫」駅下車、西口バス乗場 1 番でバスに乗車 

①「野村住宅センター」行きバス「夏山坂上」下車徒歩 6 分 

②急行「金沢動物園」行きバスで 10 分（土・日・祝のみ） 

◆U R L：http://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/kanazawa/ 

◆住  所：横浜市金沢区釜利谷東 5-15-1  

◆問合せ先：045-783-9100 

 


